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●今回は、家族の医療費を受診者別や支払先別などの集計を関数を一切使わないでおこなう

方法を学習します。

初めにピボットテーブル機能の概念を説明します。 

例１： 

・日付・受診者・支払先（医院・薬局・タクシー等）・治療内容 がランダムに入力されているエク 
   

セル表（図 A）から、ピボットテーブル（図 B）の機能を使うと簡単に、図 C のように治療内容

別・支払先別・受診者別のクロス集計表を作成することができます。 

図 A エクセル表 図 B ピボットテーブル

図 C 

エクセルの「ピボットテーブル（クロス集計）」機能で簡単に医療費の計算 139
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＜学習開始＞ 

１．デスクトップの「2020つなが～るパソコン教室」フォルダのエクセル表「139医療費」を使用します。又

は、パソコン教室テキスト一覧（http://tunaga-ru.sakura.ne.jp/pasokonkouza.html）からダウンロードし

ます。 

２．そのエクセル表「医療費」を開いて、 

「表の中のいずれかのセルを選択」し 

「挿入」→「ピボットテーブル」を選択 

→「ピボットテーブルの作成」が開くので、その中の 

「テーブル又は範囲を選択」と「新規ワークシート」が 選択され

ていることを確認し「OK」とします。

３．その結果新しいシートが追加され図 D のようなピボット

テーブルが自動作成されます。 図 D（ピボットテーブル）

※追記１ 表から項目を外すには例えば「支払先」①を行ラベルの枠外へドラッグすると表から消えます。 

４．受診者単位の月ごとの医療費を集計の場合は 

④「日付」を「列ラベル」へドラッグします。

⑤「金額」を「Σ 値」へドラッグします。

⑥「受診者」を「行ラベル」へドラッグします。 その結果、

図 F のように受診者別月別の表ができます。

図 F（受診者単位の月ごとの医療費集計）

そのテーブルの上枠にある項目から 

①「支払先」を「列ラベル」へドラッグします。

②「金額」を「Σ 値」へドラッグします。

③「受診者」を「行ラベル」へドラッグします。

すると図 E のように受診者別／支払先別の表が簡単にできます。

図 E（受診者別／支払先別の表）
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※追記２ 月ごとの行がない場合はグループ化処理をおこないます。 
 

 
 

 
 

 

 

※追記３ 金額に通貨記号を入れるには、 

ピボットテーブルの「Σ 値」の中の 

「合計／金額」をクリックし表示された 

 中の「値フィールドの設定」をクリックします。 

 
さらに表示された値フィールドの設定の中の「表示形式」をクリック し、 

表示されたセルの「書式設定」で「通貨」を選択し OK。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図のように通貨記号表示となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

---- 以上 ---- 

マイナスをクリックするとその月の日にちは消えて月のみの表示となります。 

日付（B４セル）を選択し「データ」→「グループ化」→ 月と日を選択 

「OK」で下記のように月の行が作成されます。この時各月の前の 
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